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概要 
低速風洞内に吊した模型が空気力を受けて静止した力の釣り合い状態を、ステレオ視

によって非接触で位置計測することにより、模型にかかる6分力の合い式を解くことが

でき、模型にかかる空気力を知ることができる。力を電気的に計測するセンサー（天秤）

を用いることが不要となるため、模型への支持装置の空力干渉や、天秤を内挿するため

の形状修正が不要となるため、飛行状態に近い空気力を、手軽に計測できる。 

  
セールスポイント 

１．力を電気的に計測する天秤を使わないため、大がかりな計測設備が不要。 
２．天秤が不要となるため、模型に対する支持装置の空力干渉や、天秤を内挿するため

の形状修正が不要。 

３．ドローンなど小さな模型は実機をそのまま風洞試験に使用可能。 

 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．小型機やドローンの開発段階における性能データ収集の効率化、低コスト化。 

２．大型の風洞使用の場合、空飛ぶ車などの実機をそのまま使用したデータ計測。 

３．実機を使うことで、空力性能の同定作業を効率化、低コスト化。 
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